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1. 原稿の種目，フォーマット，規定ページ数 

 総説論文および原著論文は一篇につき，図表，写真，英文抄録，注を含めて 16,000〜40,000

字以内とする。研究資料は英文抄録を要しない。原稿は基本的に文書作成ソフト，A4 判縦

置き横書きとし，全角 40 字×40 行，25 ページを超えないものとする。フォントの大きさは

10.5 ポイントとする。研究資料は 16,000 字以内とし，10 ページを越えないものとする。な

お，査読段階における修正変更，図版などの大きさ，また受理後に既定の文字数を超える場

合，および印刷に関わる特別な仕様が必要な場合，その費用は投稿者の負担とする。 

図表と写真は刷り上がりのページ（B5）に収まるサイズに作成し，本文中に組み込み，図

表使用分の文字数を減らして原稿を作成する。頁あたり 1/4 以下相当は 400 字，1/2 以下相

当は 800 字，1 頁相当は 1,600 字をおおよその目安とする。なお，図表はそのまま印刷でき

るような鮮明なものを用意する。 

 

2. 論文作成上の注意 

(1)題目 

 題目は，研究の内容を的確に表現しうるものであり，副題をつける場合には，コロン（：）

で続ける。英文タイトルの最初の単語は，品詞の種類にかかわらず第 1 文字を大文字とし，

その他は固有名詞など特に必要な場合以外はすべて小文字とする。 

 

(2)抄録 

 総説論文および原著論文には，英文による 400 語以内の抄録とその日本文を作成する。 

 

(3)キーワード 

 キーワードは和文と英文の両方で作成し，論文の内容や特色を的確に示す語を 3 つ記載

する。原語を表示する必要のある時は，キーワードの後に（ ）をつけ，その中に原語を記

す。 

 

(4)本文 

①見出し 



 

 見出し番号は，見出しの格に応じて，Ⅰ，１，1.1，1.1.1 の順番でつける。 

②外国語表記 

本文中の外国の固有名詞は原則としてカタカナで書き，直後に括弧を付して外国文字を

記す（初出のみ）。ただし，一般的な用語はこの限りではない。 

 【例】 クリフォード・ギアツ（Clifford Geertz），カポエイラ（Capoeira） 

 なお，特殊な漢字やローマ字以外の外国文字を使用する場合は事前に編集委員会に相

談する。 

③引用 

文献を引用する場合には，正確に表示する。本文と注に引用文献を示す場合には（）を付

し，著者姓，発行年，引用ページを以下のように記す。 

 【例】 (岸野,1973,p.43) (Geertz,1973,p.361; Latour,2002a,pp.11-12; Latour, 2002b,pp.32-

34) 

 著者が 2 名の場合，和文の場合には中黒（・），英文の場合には and を用いてつなぐ。著

者が 3 名以上の場合は筆頭著者の姓の後に，和文の場合には「ほか」，英文の場合には et al.

を用いる。 

  【例】 （足立・楠田, 1995,pp.35-36） （Blanchard and Cheska,1985,p.21） 

 また，翻訳書の著者を表記するときは，カタカナ表記とする。 

  【例】 （ホイジンガ, 1963,p.10） 

 直接引用する時は、引用した語句または文章を「」でくくり、その後に（ ）を付し、著

者名、発行年、引用ページを記す。 

【例】「スポーツ人類学とターミノロジー」（岸野雄三、2000、p.8） 

 「」の符号は直接引用に限らず強調や発話などにも使うことができる。 

 Web サイトや Web サイトに掲載されている PDF ファイルなどを参考文献とする場合は，

（著者名, 発行年）または（著者名, online）のように表記する。 

  【例】 （広島県教育委員会, online） 

④注記 

 注記の見出しは注とし，本文の後，文献表の前に一括して，（1）(2)のように通し番号を付

す。本文中の注番号は，該当箇所の右肩に（1）（2）で記す。 

  【例】 …との報告がなされている（1）。 

  【例】(1)なお，この報告書が作成された際には… 

 

(5)文献表 

 文献表の見出しは文献とする。記載は著者姓名のアルファベット順とし，書誌データには

基本的に，著者姓名，発行年，題目（論文名，書名），雑誌名，巻（号），編者または訳者姓

名，出版地（日本国内の場合は不要），出版社，ページを記す。書式は下記の例にならい，

各文献の２行目以降は 1 文字下げる。 



 

【例】単行本，訳本の場合 

岸野雄三 (1973) 体育史. 大修館書店.  

  Lebar,F.M., Hickey,G.C.,and Musgrave,J.K.,eds.(1964)Ethnic groups of mainland Southeast Asia. 

New Haven: Human Relations Area Files Press. 

【例】雑誌，単行本の一部の場合 

 小木曽航平  (2018) 技術文化にみる「ペロタ・ミシュテカ」の土着性 . 体育学研究 , 

63(2):723-737. 

  箭内匡 (2018) 過去・現在・未来. 前川啓治ほか編, 21 世紀の文化人類学. 新曜社: 319-347.   

  Winance, M. (2006) Trying out the wheelchair: The mutual shaping of people and devices through 

adjustment. Science, Technology & Human Values, 31(1):52-72.  

【例】Web サイトの場合 

 UNESCO (online) International charter of physical education, physical activity and sport. 

https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000235409. 

(accessed 2020-02-20).  

White,T.,and Candea,M.(2018)Animals.Stein,F.,Sanchez,A.,Diemberger,H.,Lazar, 

S.,Robbins, R.,Candea,M.,Stasch,R.(eds)The Cambridge encyclopedia of anthropology .  

http://doi.org/10.29164/18animals. (accessed 2019-12-11).  

 

(6)謝辞，付記など 

 公平な審査を期するため，謝辞および付記などは原稿の掲載決定後に書き加えることと

し，投稿時の原稿には入れない。 

 

以上 


